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工藤肇提出論文内容要旨

 ウイルス殊にMy'Xovir旦8の精製はワクチンの製造という実用的な面からのみならず,宿主

 成分の混入と関連して,このウイルス粒子の構成更には増殖機構の解明という点て重要な問題て

 ある。そこで,仙台ウイルスを用いてウイルスの材料中に混入している宿主成分をとりのぞき,

 出来るだけ純度の高いウイルスを得る方法についての研究を行なった。又得られた材料の純度を

 螢光抗体法を応用することによって簡単且迅速に検定し得る事を見出した。

 乙11迄報告されたMyx。VirU・8の精製法の多ぐは感染価を低下させる欠点を有していたが,

 赤血球吸着溶出法及び燐酸アルミニウムゲル法はこハ,転にも・いてすぐれ.ている。発育鶏卵て増殖

 した仙台ウィルスは溶血L能をもつているのて,燐酸アルミニウムゲル法による精製の基礎的研究

 を行左い,これ・をオ一季1乏に報告した。

 穏触の燐酸アルミニウムゲルは最大約15,000赤血球凝集価のウイルスを吸着し得る。ウ

 イルスのゲルヘの吸着は4℃て速かに行われ,溶媒の塩類濃度及びpHが低下+ればする程吸着

 し得るウイルス量は増加する。従って蒸溜水を用いた際最も吸着率が大てあろ。溶出の際は吸着

 の際と逆に溶媒の塩類濃度及びpHが高ぐなれげなる程,溶出して出てぐるウイルス量は増加す

 る。pH8.0,e,25Mの燐酸緩衝液を用いて5回溶'出をくりかえすとほy合計して吸着された

 ウイルメの殆んど全量が溶出してくる。

 この様にして得られた精製ウイルスは1聖窒素あたり682,000血球凝集価を有する純度の

 高いウイルスて,超遠心による沈降分析では1100Sの単一成分のみを示し,粗ウイルス材料

 中に含ま才1.る沈降恒数の小さい宿主成分はみられなかった。'

 以上述べた様な方法て得られ.た精製ウイルスを螢光抗体法で検討してみると・極めて純度が高い

 事をオ2報で報告した。この方法は抗原抗体反応をのせガラスの上てかこさせ・これにF■u・r-

 esceiniSo七hiocyallateをラベルした抗家兎グロブリン山羊血清グロブリンて染色し,

 螢光顕微鏡で螢光を観察するものて,Co。nsの間接法を応用したものてある。発育瓢卵から得

 られた正常宿主成分の家兎免疫血清をつくり,正常抗原と反応させると著明な螢光をみることが

 出来た。この抗血1随う国童心のみて得られた粗ウイルス材料と反応させ螢光抗体で染色してみる

 と,やはり中等度の蟹光をみとめたが,一方燐酸アルミニウムゲル法て精製した材料は殆んど螢

 ・かたり純鹿の高い牟よ料が得られた事を示している。
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 粗ウイルスを家兎に免疫して得られた抗血清は,螢光抗休法てみると宿主抗原と反応してか琉

 りの螢光を発した。この抗血清を正常漿尿膜より得た乾燥粉末て吸収するともはや宿主抗原とは

 反応しなくなった。この吸収曲浦は尚精製ウイルスと反応して特異的な強い螢光を発する。

 このウイルスにのみ特異的に反応する四子血清や,前述の宿主抗原抗血清を用いる事により7

 抗原の同定,抗体の定量,ウイルスの純度検定等をのせガラスの上て簡単に行なう事が出来,こ

 の螢光抗体スポット法の今後の応用面はかたり広いものと考えら才1.る。
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審 査

上
口

 ・
鎌 果  び) 要

巳
日

 発育難卵漿尿腔内で培養したMyxoviru$(インフルエンザウイルス群)は旭7》ウイルスと

 異なりFluorocarbon法を用いて宿主抗揮を除去し得ないO著者は燐酸アルミゲル法を用い

 て短時間の操作でウィルス感染輝を低下せしむる事な(精製を行いうる方法をあ摩出したばかりで
 なく,吸着時の特異性.溶出時分特異性を条件づけた璽によりほぼ理論値に近い仙台ウィルスの

 精製標品を得た。更に宿主抗原κ対する螢光抗体を製作し,ウイルス精製の如何なる過程に於て

 Z等宿主抗原を除去し得るか簡易に証明する方法を見出した。今暖の利用f面侮は大きい。ただし

 今1麺)問題点として所謂精製ウィルスにどれほど微量の宿主抗原がく厚くれられているか証明奪

 手寺つものと思う。
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